
修 繕 仕 様 書 

 
1. 件  名 市川市文化会館スプリンクラー設備及び屋内消火栓設備修繕 

 

2. 施工場所 市川市大和田１丁目１番５号 

 

3. 施工期間 令和８年１０月１日 から 令和９年３月３１日 まで 

 

4. 修繕目的 市川市文化会館に設置されたスプリンクラー設備及び屋内消火栓設備について     

経年劣化による機能低下等を解消し、火災時の確実な作動と漏水等による二次

被害の防止を図る。 

 

5. 修繕（業務）内容  

① 地下２階に設置されているスプリンクラー設備（2 台）及び屋内消火栓設備について、

影響する配管内の水処理を実施し、ポンプの主管バルブ・弁類の交換作業 

（別紙１「消火設備系統図・平面図面」参照） 

② 館内３５箇所のうち３２箇所の屋内消火栓格納箱に設置されている屋内消火栓ホース

６４本の交換作業（32箇所×2本/箇所） 

                        （別紙２「消火設備配置図」参照） 

③ 上記①及び②の作業を資材の搬入等を含め、施工期間内の各月第２第４火曜日の市川市

文化会館の休館日で行う。（作業日当日で当該一日の作業を完了し、翌日の開館日の運

営に支障の無いようにしなければならない。） 

④ 本作業による消防用設備に関する所管消防への届け出 

 

6. 機器等数量表  （別紙３「スプリンクラーポンプ及び屋内消火栓ポンプ 現況」参照） 

品名／仕様 商品規格等 数量 
機器類       

《スプリンクラー設備》       

可とう管 200X500-
10K 2 台 

スルース弁 200-10K 2 台 
チェック弁 200-10K 2 台 
連結直管 200X150 1 台 
ボルトナット・パッキン類   1 式 
《屋内消火栓設備》       

可とう管 100X300-
10K 1 台 

スルース弁 100-10K 1 台 
チェック弁 100-10K 1 台 
ボルトナット・パッキン類   1 式 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

※機器類等は、消防法に基づく「消防認定品（性能認定品）」の使用を必須とする。  

   ※消防設備士甲種第１類の資格を有するものを配置した作業を必須とする。 

    

［工程関係］ 

7. 作業は市川市文化会館の運営に影響が出ないように配慮し、具体的な交換作業実施日は、発

注者と協議の上、施工期間内の各月第２第４火曜日の市川市文化会館の休館日で行い、翌日

の開館日の運営に支障の無いように施工計画書を作成し実施する。また、1 日の作業時間は、

原則午前９時から午後８時までとする。 

 

［安全対策関係］ 

8. 芸術文化の振興及び市民の交流の推進を図る文化施設であり、施設管理運営職員、施設管理

関係者等（以下「施設関係者等」という。）が居ながらの施工であることに配慮し、施設関

係者等の安全確保を十分に行うこと。 

9. 資機材の搬出入時においては、施設関係者等の入退館状況を考慮した上で、交通誘導員を配

置するなど車両通行時には十分な安全対策を講じること。 

 

［施工関係］ 

10. 受注者は、施工前・施工中・施工後の状況を対照できるよう可能な限り同位置から写真撮影

すること。また、施工後外部から明視できなくなる箇所については、施工状況が明確に確認

できるように撮影しなければならない。 

11. 受注者は、施工材料等の品質管理を行わなければならない。 

12. 受注者は、施工現場において発生した物件を取りまとめて保管し、その処理については監督

屋内消火栓ホース 40×15ｍ 64 本 
《消耗・雑材》   1 式 
消耗品・雑材料       

修繕作業       
《スプリンクラー設備》       
機器交換作業   1 式 
配管内水処理作業   1 式 
場内搬出入作業   1 式 
試験調整   1 式 
《屋内消火栓設備》       
機器交換作業   1 式 
配管内水処理作業   1 式 
場内搬出入作業   1 式 
試験調整   1 式 
ホース搬入・交換作業   1 式 

その他       
運送、廃材・廃棄物処理等   1 式 
消防対応費※設置届作成・届出等   1 式 
諸経費   1 式 



職員の指示を受けなくてはならない。なお、発生材の処理に関して産業廃棄物として処理す

る場合には「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等を遵守すること。 

石綿含有建材の撤去作業等においては、関係法令や各指針を遵守して適正に処理を行うこ

と。 

13. 受注者は、常に安全対策に留意し、労働安全衛生規則等に定める現場管理を行うと共に、そ

の他の関係法令に対しても十分留意し、事故の未然防止に努めなければならない。 

14. 受注者の判断において、施工現場が危険なため立ち入りを禁止する必要がある場合は、予め

監督職員の承諾を受け、その区域を適切に防護すると共に、立ち入り禁止標示の処理を講じ

なければならない。 

15. 前各号に定める場合の他、施工中は必要に応じて監督職員が指示する現場管理を行わなけ

ればならない。 

16. 本契約の施工において疑義が生じた場合、及び、工程上やむを得ない事象が発生した場合等

は、双方協議のうえ履行すること。 

17. 受注者は、作業の実施にあたり、第三者に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償するもの

とする。 

18. この仕様書の定めのない事項及び疑義の生じた事項への対応については、市川市と受注者

とがその都度協議の上、決定するものとする。 

 

［提出書類関係］ 

19. 提出書類については、以下の通り、監督職員と協議の上作成し、提出すること。 

・着手届        （１部） 

・完了届        （１部） 

・施工計画書      （１部）  

・出荷証明書及び納品書 （１部） 

・保証書（適宜）    （１部） 

・施工写真       （１部） 

・作業報告書      （１部） 

・その他必要となる書類 （１部） 

 

 ［検査］ 

    20．本修繕作業終了後、市川市の完了検査に立ち会うこと。 

      本仕様書に係る契約金の請求については、完了検査合格後に行うものとする。 

      なお、所管消防による立ち入り検査等があった場合には、その立ち合いについても応じな

ければならない。 

   

 



［施設概要等］ 

21. 市川市文化会館

所  在  地 市川市大和田 1丁目 1番 5号 

完   成  昭和 60年 7月 31日 

開   館 昭和 60年 11月 3日 

建 築 面 積 6,685.53平方メートル 

延 床 面 積 20,109.04平方メートル 

構 造 規 模 鉄骨鉄筋コンクリート造 地下 2階、地上 4階、塔屋付 

リニューアル開館 令和 4年 4月（大規模改修）

     



別紙１　系統図
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別紙１　B2平面図



別紙１　B1平面図



別紙１　B1展示室詳細図



別紙１　１F平面図



別紙１　２F平面詳細図（幕天井）



別紙１　２F平面図



別紙１　３F平面図



別紙１　４F平面図



別紙１　屋上階平面図



別紙１　塔屋階平面図
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対象外
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対象外
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別紙２　-３F-



別紙２　-４F-



別紙２　-屋上・塔屋階-



スプリンクラーポンプ

屋内消火栓ポンプ

スプリンクラーポンプ及び屋内消火栓ポンプ　現況①
別紙３-①



スプリンクラーポンプ及び屋内消火栓ポンプ 現況② 別紙３-②


	★仕様書 20260825
	別紙１－３
	別紙1「消火設備系統図・平面図」
	別紙1「消火設備系統図・平面図」 - コピー
	910 消火設備 機器表・系統図(1)
	★別紙１「消火設備系統図・平面図」

	別紙1「消火設備系統図・平面図」 - コピー (2)

	別紙2「消火設備配置図」
	別紙3「スプリンクラーポンプ及び屋内消火栓ポンプ 現況」
	スプリンクラー＆屋内消火栓現況写真
	スライド番号 1

	屋内消火栓ポンプ及びスプリンクラーポンプ写真





